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【
台
風
に
備
え
て
⑦
】
学
校
や
公
民
館
な
ど
、
避
難
場
所
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
場
所
へ
の
避
難
経
路
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

8月から70歳以上の方の高額療養費の上限額が変わります
　高額療養費とは、ひと月に支払った医療費が高額になり、決められた上限額を超えた場合に、上

限額を超えてお支払いいただいた分を払い戻す制度です。

※ 1　 平成 29年 8月 1日～平成 30年 7月 31日の 1年間で高額療養費で支給された額を差し引

いた自己負担額が年間上限額を超えた分が支給されます。

※ 2　 過去 12か月以内に 3回以上、上限額に達した場合は、4回目から「多数回」該当となり、

上限額が下がります。

▶問い合わせ先＝保険課　国保年金係　☎ 56 9134

 　　　　　　　　栃木県後期高齢者医療広域連合　☎ 028（627）6805（代表）

介護保険施設入所(短期入所)の食費・居住費(滞在費)減額申請について
　次の方は、申請をすると、介護保険施設に入所 ( 短期入所 ) したときの負担が軽くなります。す

でに負担の軽減を受けている方も 7 月で有効期限が切れますので、8 月 31 日 ( 木 ) までに申請し

てください。

▶ 対象者＝以下の条件をすべて満たす方

・世帯全員が平成 29 年度市町村民税非課税の方　・配偶者も市町村民税非課税の方

・ 本人および配偶者の貯金等が基準額を超えない方 ( 配偶者のいない方：1,000 万円、配偶者のい

る方：合計 2,000 万円 ) の方

▶申請に必要なもの＝本人および配偶者の預貯金等の額を確認できる書類等の写し ( 通帳等 )

・ 平成 29 年 1 月 1 日現在、上三川町に住所が無かった方は、平成 28 年中の所得等を証明する書

類 ( 公的年金収入額・合計所得金額・市町村民税課税額が確認できる書類 ) が必要です。

負担限度額認定要件

▶申請・問い合わせ先＝保険課　高齢者支援係　☎ 56 9102

所得区分
自己負担限度額

外来のみ（個人単位）

自己負担限度額

外来＋入院（世帯単位）
所得要件

現役並み

所得者

44,400円

57,600円

80,100円＋（かかった医
療費－267,000円）×1％

多数該当　44,400円

住民税課税所得が145万円以上の被保険者(同一世帯の被保険者も含む)

一般

12,000円

14,000円
年間上限額※1

14万4,000円

44,400円

57,600円
多数該当※2

44,400円

現役並み所得者、低所得者Ⅰ、Ⅱに該当しない方

低所得者Ⅰ 8,000円 15,000円
世帯の全員が住民税非課税であって、その世帯の各所得が必要経費・控

除を差し引いたとき0円となる方

低所得者Ⅱ 8,000円 24,600円 世帯の全員が住民税非課税であって、低所得者Ⅰに該当しない方。

利用者負担段階 対象者

第1段階

・ 世帯の全員（世帯を分離している配偶者を含む。）が市町村民税を課税さ
れていない方で老齢福祉年金を受給されている方。

・生活保護等を受給している方。

かつ、預貯金等が単身で
1,000万円（夫婦で2,000
万円）以下

第2段階

・ 世帯の全員（世帯を分離している配偶者を含む。）が市町村民税を課税さ
れていない方で合計所得金額と課税年金収入額と非課税年金収入額の
合計が年間80万円以下の方。

第3段階
・ 世帯の全員（世帯を分離している配偶者を含む。）が市町村民税を課税さ

れていない方で上記第2段階以外の方。

第4段階 ・上記以外の方
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【
台
風
に
備
え
て
⑧
】
普
段
か
ら
家
族
で
避
難
場
所
や
連
絡
方
法
な
ど
を
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
・
子
育
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

▼
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
は

　
マ

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
は
、
行
政
手
続

き
等
が
で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ

ス
で
す
。

　

子
育
て
に
関
す
る
行
政
手
続
き
が

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
で
き
た
り
、
行
政
か

ら
の
お
知
ら
せ
が
自
動
的
に
届
い
た

り
し
ま
す
。

○
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
提
供
さ
れ
る

具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス

・
や
り
と
り
履
歴
（
情
報
提
供
等
記
録

表
示
）

　

自
分
の
個
人
情
報
を
、
行
政
機
関
同

士
が
や
り
と
り
し
た
履
歴
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
自
分
の
情
報
（
自
己
情
報
表
示
）

　

行
政
機
関
等
が
保
有
す
る
自
分
の

個
人
情
報
を
検
索
し
て
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

・
お
知
ら
せ

　

行
政
機
関
等
か
ら
配
信
さ
れ
る
お

知
ら
せ
を
受
信
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

・
子
育
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

（
サ
ー
ビ
ス
検
索
・
電
子
申
請
機
能
）

　

子
育
て
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
検

索
や
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

▼
子
育
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
と
は

　

妊
娠
、
出
産
、
育
児
等
に
係
る
国
民
の
子
育

て
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
地
方
公
共
団
体

に
お
け
る
「
児
童
手
当
」
、「
保
育
」
、「
母
子
保

健
」
、「
ひ
と
り
親
支
援
」
の
子
育
て
関
連
の
申

請
等
に
つ
い
て
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
通
じ
て

利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
サ
ー
ビ
ス
検
索

機
能
に
よ
っ
て
、
自
分
の
状
況
に
あ
っ
た
サ
ー

ビ
ス
を
検
索
で
き
、
地
方
公
共
団
体
か
ら
子
育

て
に
関
す
る
お
知
ら
せ
が
届
き
ま
す
。

○
各
種
サ
ー
ビ
ス
開
始
時
期

　

平
成
29

年
7

月
か
ら
順
次
開
始
す
る
予
定
で

す
。（
サ
ー
ビ
ス
内
容
に
よ
っ
て
開
始
時
期
が

異
な
り
ま
す
。
）

○
利
用
に
必
要
な
も
の

　

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　

・
I
C
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ

　

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
た
パ
ソ
コ
ン

※
詳
し
く
は
内
閣
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
＝

○
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
つ
い
て

　

企
画
課　

政
策
調
整
係

　

☎
56

9
1
1
8

○
子
育
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

　

福
祉
課　

子
ど
も
・
子
育
て
係

　

☎
56

9
1
3
0

　

健
康
課　

母
子
健
康
係

　

☎
56

9
1
3
2

7月は『第67回社会を明るくする運動』強調月間
『社会を明るくする運動』とは？

　『社会を明るくする運動』は、すべての国民が、犯罪や非行の防止と罪を犯した方たちの立ち直

りについて理解を深め、それぞれの立場において力を合わせ、犯罪や非行のない明るい社会を築く

ための全国的な運動です。

　まずは、『できること』から地域のすべての人がそれぞれの立場で関わっていく必要があります。

私たちの暮らす地域から犯罪や非行をなくすために、普段の生活の中で『できること』を探してみ

ましょう。家族や地域に住む人との絆を強くすること。地域の交流を深める催しに参加すること…

まずは、それぞれの立場で『できること』を始めましょう。

　「青少年は地域社会からはぐくむ」という観点に立ち、町では、地域社会が犯罪や非行の防止に

対して一体となった取り組みを進めるため『ミニ集会』を開催します。どなたでもご自由に参加で

きますので、お気軽にご来場ください。

『ミニ集会』

▶ 日時・場所＝

▶内容＝警察官による講話など

▶問い合わせ先＝福祉課　福祉人権係　☎ 569128

地区 本郷地区 上三川地区 明治地区

日時
7月 10日 ( 月 )

午後 1時 30分～ 3時 30分

7 月 11日 ( 火 )

午前 9時 30分～ 11時 30分

7 月 13日 ( 木 )

午前 9時～ 11時

場所
本郷地域福祉

センターきらきら館
しらさぎ神社

明治コミュニティ

センター


